
西濃桃李高等学校 通信教育実施計画 

教科 外国語 科目 コミュニケーション英語Ⅲ 単位数  ４ 単位 

対象学年 第    ３ 学年  

授業担当者 一柳 道樹 山村 仁恵  

使用教科書 All Abroad English CommunicationⅢ 副教材 ワークブック 東京書籍 

スクーリング 必要出席時間数 4 単位×4 ＝16 時間以上 スクーリングとレポートを両方合格

することで履修が認められる。 レポート 必要提出枚数 4 単位×3 ＝12枚 

期末試験 合格得点目標 平均点の半分 点以上 考査範囲のスクーリング受講とレポート提出が受験要件 

【科目の目標】 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

必要な情報を聞き取り、話し手の

意図を把握することができる。 

必要な情報を読み取り、書き手

の意図を把握することができ

る。 

本文や会話などから概要や要点を

正しく捉え、背景にある文化を理

解し、自国の良さなどに気づくこ

とができる。自分の考えを文章に

して表現することができる。 

基本的な語句や文を用いて、情報

や自分の考え、気持ちなどをまと

め、話したり書いたりして伝え合

おうとしている。 

【年間指導計画】※学習方法欄の○は週５週３、□は週１在宅・配当時間は週５生を基準とする。 

月 指導単元・項目 
学習方法 レポート 

(〆切期日) 

評価の観点 配当  

時間 スクーリング レポート 試験 知 思 主 

4 

 

Lesson1 Gifts to Barcelona 

Lesson2 Akkamui 

〇□ 

〇 

〇□ 

〇□ 

 No.1→4/17 

No.2→4/25 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

2 

3 

5 

 

Lesson3 Your True Colors 

Lesson4 Our Future Food? 

〇 

〇 

〇□ 

〇□ 

 No.3→5/9 

No.4→5/23 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

3 

3 

6 

 

Lesson5 Madagascar 

Read(1) The fun they had 

〇□ 

〇□ 

〇□ 

〇□ 

 No.5→6/12 

No.6→6/27 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

3 

4 

7 

 

Lesson6 The Mystery of the 

Terracotta Warriors 

〇□ 

 

〇□ 

 

 No.７→

7/12 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

3 

8 期末試験対策 〇    〇   2 

9 

 

前期期末試験 

Lesson7 Green Challenges 

 

〇 

 

〇□ 

〇□  

No.8→9/26 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

1 

3 

10 

 

Lesson8 Witness of War 〇 〇□  No.9→

10/22 

〇 〇 〇 3 

11 

 

Lesson9 The Wonders of Lightning 

Lesson10 Katherine’s Long Journey 

〇□ 

〇□ 

〇□ 

〇□ 

 No.10→11/6 

No.11→11/26 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

3 

4 

12 Read(2) Table for two 〇□ 〇□  No.12→12/12 〇 〇 〇 4 

1 

 

期末試験対策 

後期期末試験（３年） 

〇 

 

  

〇□ 

 〇 

〇 

 

〇 

 

〇 

1 

1 

2 

 

  

 

    

 

 

 

 

 

 

 

3          



 



西濃桃李高等学校 通信教育実施計画 

教科 理科 科目 科学と人間生活 単位数  ２ 単位 

対象学年 第    ３ 学年  

授業担当者 安江 麻里   

使用教科書 東書「科学と人間生活」（科人 701） 副教材 ニューサポート科学と人間生活 

スクーリング 必要出席時間数 2 単位×4 ＝ 8時間以上 スクーリングとレポートを両方合格

することで履修が認められる。 レポート 必要提出枚数 2 単位×3 ＝ 6 枚 

期末試験 合格得点目標   20 点以上 考査範囲のスクーリング受講とレポート提出が受験要件 

【科目の目標】 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

自然と人間生活との関わり及び

科学技術と人間生活との関わり

についての理解を深め，科学的

に探究するために必要な観察，

実験などに関する技能を身に付

ける。 

観察，実験などを行い，人間生活

と関連付けて科学的に探究する

力を養う。 

自然の事物・現象に進んで関わ

り，科学的に探究しようとする

態度を養うとともに，科学に対

する興味・関心を高める。 

【年間指導計画】※学習方法欄の○は週５週３、□は週１在宅・配当時間は週５生を基準とする。 

月 指導単元・項目 
学習方法 レポート 

(〆切期日) 

評価の観点 配当  

時間 スクーリング レポート 試験 知 思 主 

4 

 

１編 生命の科学 

１章 微生物とその利用  

１ さまざまな微生物 

○ ○□  №1 

 

○ ○ ○  

 

6 

5 ２ 私たちのくらしへの微生物の利用 ○ ○□  №1 5/10 ○ ○ ○ 6 

6 

 

２編 物質の科学  

１章 材料とその再利用 

１ リサイクルとは何か 

２ 金属の性質とその再利用 

○□ ○□  №2 6/21  

 

№3 

○ ○ ○  

 

1 

6 

7 ３ プラスチックの性質とその再利用 ○□ ○□  №3  7/12 ○ ○ ○ 6 

8 試験対策         

9 

 

前期期末試験 

３編 光や熱の科学 

２章 熱の性質とその利用 

１ 熱とは何か 

 

 

○ 

 

 

○□ 

○□  

№4 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

6 

10 

 

２ エネルギーの利用と私たちのくらし ○ ○□  №4 10/18 ○ ○ ○ 6 

 

11 

 

４編 宇宙や地球の科学  

２章 自然景観と自然災害 

１ 身近な自然景観の成り立ち 

○□ ○□  №5 11/22 

 

○ ○ ○  

 

6 

12 ２ 自然災害と防災 ○□ ○□  №6 12/13 ○ ○ ○ 4 

1 後期期末試験(3 年)   ○□  ○ ○   



 



西濃桃李高等学校 通信教育実施計画 

教科 情報 科目 情報Ⅱ 単位数 ２ 単位 

対象学年 第   ３ 学年  

授業担当者    

使用教科書 情報Ⅱ 東京書籍 副教材 使用しない 

スクーリング 必要出席時間数 ２単位×２＝ ４ 時間以上 スクーリングとレポートを両方合格

することで履修が認められる。 レポート 必要提出枚数 ２単位×３ ＝６枚 

期末試験 合格得点目標 平均 点の半分以上 考査範囲のスクーリング受講とレポート提出が受験要件 

【科目の目標】 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

効果的なコミュニケーションの

実現、コンピュータやデータの

活用ついて理解し、技能を身に

つけているとともに、情報社会

と人との関わりについて理解し

ている。 

事象を情報としてその結び付き

の視点から捉え、問題の発見・解

決に向けて情報と情報技術を適

切かつ効果的に用いている。 

情報社会との関わりについて考

えながら、問題の発見・解決に向

けて主体的情報と情報技術を活

用し、自ら評価し改善しようと

している。 

【年間指導計画】※学習方法欄の○は週５週３、□は週１在宅・配当時間は週５生を基準とする。 

 指導単元・項目 
学習方法 レポート 

(〆切期

日) 

評価の観点 配当  

時間 スクーリング レポート 試験 知 思 主 

4.5 第１章「情報社会」  〇□  №１ 

5/15 

〇 〇 〇 １４ 

6 第２章「コンテンツ」 〇□ 〇□  №２ 

6/13 

〇 〇 〇 ６ 

7 

 

前半のまとめ 

前期テスト対策 

〇□ 〇□  №３ 

7/02 

〇 〇 〇 ２ 

8 ―夏季休業―         

9 

 

前期期末テスト 

第３章「データサイエンス」 

  〇□  〇 〇 〇 ６ 

10 第３章「データサイエンス」  〇□  №４ 

10/10 

〇 〇 〇 ６ 

11 第４章「情報システム」 〇□ 〇□  №５～６ 

11/21 

〇 〇 〇 ４ 

12 学年末テスト対策 

１年間の総復習 

〇□       ２ 

1 学年末テスト   〇□  〇 〇 〇 １ 

 



西濃桃李高等学校 通信教育実施計画 

教科 公民 科目 政治経済 単位数  ２ 単位 

対象学年 第    ３ 学年  

授業担当者    

使用教科書 東京書籍 701 政治・経済 副教材  

スクーリング 必要出席時間数 ２単位×１ ＝ 時間以上 スクーリングとレポートを両方合格

することで履修が認められる。 レポート 必要提出枚数 ２単位×３ ＝ 枚 

期末試験 合格得点目標     30 点以上 考査範囲のスクーリング受講とレポート提出が受験要件 

【科目の目標】 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

社会の在り方にかかわる現代社

会の諸課題の解決に向けて探求

するための手掛かりとなる概念

や理論などについて理解し、そ

れらを適切かつ効果的に調べま

とめる技能を身に付ける。 

国家及び社会の形成者として必

要な選択・判断の基準となる考

え方や概念、理論などを学び、身

に付けた技能をもとに、公正に

判断し、自らの考えをもち、社会

参画に向かう力を養う。 

よりよい社会実現のために現代

社会の諸課題を主体的に解決し

ようとする態度を養うととも

に、公民として、より積極的に役

割を果たそうとする自覚などを

深める。 

【年間指導計画】※学習方法欄の○は週５週３、□は週１在宅・配当時間は週５生を基準とする。 

月 指導単元・項目 
学習方法 レポート 

(〆切期日) 

評価の観点 配当  

時間 スクーリング レポート 試験 知 思 主 

4 

 

第一章 現代日本の政治 

第一節 民主政治の基本原理 

〇 〇□   〇 〇 〇  

5 

 

第二節 日本国憲法の基本原理 

第三節 日本の政治機構 

〇 〇□  No.1 

/ 

〇 〇 〇  

6 

 

第四節 現代政治の特質と課題 

第二章 現代日本の経済 

〇□ 〇□  No.2 

/ 

〇 〇 〇  

7 

 

第一節 現代の資本主義経済 

第二節 現代経済のしくみ 

〇□ 〇□  No.3 

/ 

〇 〇 〇  

8 試験対策         

9 

 

前期期末試験 

第三節 日本経済の発展と現状 

〇□ 〇□ 〇□ No.4 

/ 

〇 〇 〇  

10 

 

第四節 福祉社会と日本経済の課題 

第三章 現代日本の諸課題 

〇□ 〇□       

11 

 

第一章 現代の国際社会 〇□ 〇□  No.5 

/ 

〇 〇 〇  

12 第二章 現代の国際政治 〇□ 〇□  No.6 

/ 

〇 〇 〇  

1 

 

後期期末試験(3 年) 〇□ 〇□ 〇□  〇 〇 〇  

2 後期期末試験(1,2 年)         

3 

 

         

 



西濃桃李高等学校 通信教育実施計画 

教科 総合 科目 総合的な探究の時間 単位数  ３ 単位 

対象学年 第    ３ 学年  

授業担当者    

使用教科書  副教材 NHK等の映像教材 

スクーリング 必要出席時間数 ３単位×２ ＝６時間以上 スクーリングとレポートを両方合格

することで履修が認められる。 レポート 必要提出枚数 ３単位×２ ＝ ６枚 

期末試験 合格得点目標   ------- 点以上 試験はなし 

【科目の目標】 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

課題の発見と解決に必要な知識

及び技能を身に付け、課題に関

わる概念を形成し、探究の意義

や価値を理解している。 

実社会や実生活と自己との関わ

りから問いを見つけ、自分で課

題を立て、情報を集め、整理・分

析してまとめられる。 

主体的に、協働的に取り組もう

とし、互いの良さを生かしなが

ら、新たな価値を創造し、よりよ

い社会を実現しようとする。 

【年間指導計画】※学習方法欄の○は週５週３、□は週１在宅・配当時間は週５生を基準とする。 

月 指導単元・項目 
学習方法 レポート 

(〆切期日) 

評価の観点 配当  

時間 スクーリング レポート 試験 知 思 主 

4 

 

         

5 

 

         

6 

 

進路探究①② 〇□ 〇□  No.１～２ 

スクーリング内 

〇 〇 〇 ２ 

7 

 

進路探究③④ 〇□ 〇□  No.３～４ 

スクーリング内 

〇 〇 〇 ２ 

8          

9 

 

前期期末試験 

 

        

10 

 

         

11 

 

進路探究⑤⑥ 〇□ 〇□  No.５～６ 

スクーリング内 

〇 〇 〇 ２ 

12          

1 

 

後期期末試験(3 年) 

 

        

2 

 

後期期末試験(1,2 年) 

 

        

3 

 

         

 



西濃桃李高等学校 通信教育実施計画 

教科 保健体育 科目 体育Ⅲ 単位数   ２ 

対象学年 第    ３ 学年  

授業担当者    

使用教科書 現代高等保健体育 大修館書店 副教材  

スクーリング 必要出席時間数 １０時間以上  スクーリングとレポートを両方合格

することで履修が認められる。 レポート 必要提出枚数 ２単位×１ ＝ ２枚 

期末試験 合格得点目標   ３０ 点以上 考査範囲のスクーリング受講とレポート提出が受験要件 

【科目の目標】 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

ライフステージと健康、またそ

れに運動が果たす役割を理解

し、自分に合った運動を見つけ

実践する。 

 

運動を継続したり、体力や技能

を向上させたりするために、自

分ができること、社会ができる

ことを考える。 

進んで運動に取り組み、健康的

な生活を長く維持できるよう努

力しようという意欲を持つ。 

【年間指導計画】※学習方法欄の○は週５週３、□は週１在宅・配当時間は週５生を基準とする。 

月 指導単元・項目 
学習方法 レポート 

(〆切期日) 

評価の観点 配当  

時間 スクーリング レポート 試験 知 思 主 

4 

 

         

5 

 

         

6 

 

生涯スポーツの見方・考え方 〇□ 〇□  No.1 〇 〇 〇 ３ 

7 

 

ライフスタイルに応じたスポー

ツ 

〇□ 〇□  No.2 〇 〇 〇 ３ 

8          

9 

 

前期期末試験 

 

  〇□      

10 

 

         

11 

 

豊かなスポーツライフの創造 〇□ 〇□      ４ 

12          

1 

 

後期期末試験(3 年) 

 

  〇□      

2 

 

後期期末試験(1,2 年) 

 

        

3          

 



西濃桃李高等学校 通信教育実施計画 

教科 地理歴史 科目 地理探究 単位数 ３ 単位 

対象学年 第    ３ 学年  

授業担当者    

使用教科書 地理探究 東書 副教材  

スクーリング 必要出席時間数 3 単位×1 ＝ 3時間以上 スクーリングとレポートを両方合格

することで履修が認められる。 レポート 必要提出枚数 3 単位×3 ＝ 9 枚 

期末試験 合格得点目標   20 点以上 考査範囲のスクーリング受講とレポート提出が受験要件 

【科目の目標】 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

地図や地理情報システムなどの読み取り

を通して，現代世界の諸地域についての地

理的認識を深める。さらに探究的な学習を

通して，現代世界における日本の現状につ

いて理解する。 

地理的事象の意味や意義，特色や相互の関

連を考察し，地理的な課題の解決に向けて

構想することができる。 それらをもとに

効果的に説明し、議論することができる。 

よりよい社会の実現を視野に，世界諸地域

や日本において見られる課題を主体的に

追究，解決しようとし，深い理解を通して

社会へ参画することへの意識を高める。 

【年間指導計画】※学習方法欄の○は週５週３、□は週１在宅・配当時間は週５生を基準とする。 

月 指導単元・項目 
学習方法 レポート 

(〆切期日) 

評価の観点 配当  

時間 スクーリング レポート 試験 知 思 主 

4 

 

第１編 第 1 章１節 世界の地形 

2 節 気候と自然環境 3 節 気候と人々の生活 

〇 〇□  №1 

4/30 

〇 〇 〇  

5 

 

4 節 日本の自然環境と自然災害 5 節 世界の環境問題 

第 2 章 1 節産業の発展と社会的分業 

2 節 農林水産業 3 節食料問題 4 節エネルギー問題 

〇 〇□  №2 

5/30 

〇 〇 〇  

6 

 

5 節 資源・エネルギー問題 

6 節 工業の立地と工業地域の変容 

7 節 第三次産業 第 3 章 1 節 交通・通信 

2 節 貿易と経済連携 3 節 観光 第 4 章 1 節 人口 

〇□ 〇□  №3，№4 

6/30 

〇 〇 〇  

7 

 

2 節 人口問題 3 節 村落 4 節 居住・都市問題 

第 5 章 1 節 生活文化の地域性 

〇□ 〇□  №5 

7/13 

〇 〇 〇  

8          

9 

 

前期期末試験 

2 節 民族・言語・宗教 3 節 民族問題  

4 節 現代の国家と領土問題 

第 2 編 第 1 章 1 節地域区分の意義と方法 

〇 〇□ 〇□ №6 

9/29 

〇 〇 〇  

10 第 2 章 1 節 東アジア 2 節 東南アジア 3 節 南アジア 〇 〇□  №7 

10/31 

〇 〇 〇  

11 

 

4節 西アジアと中央アジア 5節 北アフリカとサハラ以

南アフリカ 6 節 ヨーロッパ 7 節 ロシア 

 8 節 アングロアメリカ 9 節 ラテンアメリカ 

〇□ 〇□  №8 

11/30 

〇 〇 〇  

12 10 節 オセアニア第 3 編第 1 章 1 節 日本の地理的諸課

題を読み解く 2 節 持続可能な国土像の探究 

〇□ 〇□  №9 

12/14 

〇 〇 〇  

1 後期期末試験(3 年) 〇□ 〇□ 〇□  〇 〇 〇  



 



西濃桃李高等学校 通信教育実施計画 

教科 地理歴史 科目 日本史探究 単位数  3 単位 

対象学年 第    3 学年  

授業担当者    

使用教科書 日本史探究 東書 副教材  

スクーリング 必要出席時間数 3 単位×1 ＝ 3時間以上 スクーリングとレポートを両方合格

することで履修が認められる。 レポート 必要提出枚数 3 単位×3 ＝ 9 枚 

期末試験 合格得点目標   20 点以上 考査範囲のスクーリング受講とレポート提出が受験要件 

【科目の目標】 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

我が国の歴史の展開に関わる諸事象

について，地理的条件や世界の歴史と

関連付けながら総合的に捉えて理解

し，効果的に調べまとめる技能を身に

付けている。 

我が国の歴史の展開に関わる事象の

意味や意義，伝統と文化の特色など

を，現在とのつながりなどに着目して

考察し、歴史に見られる課題を把握，

解決を視野に入れて構想する。 

我が国の歴史の展開に関わる諸事象

について見通しを持って学習し，より

よい社会の実現を視野に入れながら，

次の学習へのつながりを見いだそう

としている。 

【年間指導計画】※学習方法欄の○は週５週３、□は週１在宅・配当時間は週５生を基準とする。 

月 指導単元・項目 
学習方法 レポート 

(〆切期日) 

評価の観点 配当  

時間 スクーリング レポート 試験 知 思 主 

4 

 

第 1 編 第 1章 先史社会の生活と文化、第 2 章 

歴史資料と先史古代の展望、第 3章 1 節 

1 大和朝廷と古墳文化 2 飛鳥の朝廷と文化 

〇 〇□  №１ 

4/30 

〇 〇 〇  

5 

 

3 律令国家の形成と白鳳文化 

4 平城京と天平文化、2 節 摂関政治と貴族文化 

〇 〇□  №2 

5/31 

〇 〇 〇  

6 

 

第 2 編 第 1 章 中世社会の成立 第 2 章 歴史

資料と中世の展望 第 3 章 中世社会の展開 

〇□ 〇□  №3，№４ 

6/30 

〇 〇 〇  

7 

 

第 3 編 第 1章 近世社会の形成 

第 2 章 歴史資料と近世の展望 

第 3 章 1 節 １江戸幕府と大名・朝廷 

〇□ 〇□  №５ 

7/13 

〇 〇 〇  

8          

9 

 

前期期末試験 

2 近世の身分と人々の暮らし 

2 節 近世社会の成熟と幕藩体制の動揺 

〇 〇□ 〇□ №6 

9/29 

〇 〇 〇  

10 

 

第 4 編 第 1章 近代社会の幕開け  

第 2 章 歴史資料と近現代の展望 第 3 章 1 節 

近現代制度の導入と新しい国際関係   

〇 〇□  №7 

10/31 

〇 〇 〇  

11 

 

2 節 国民国家と資本主義の誕生 3 節 両大戦

期間の日本 4節 第二次世界大戦と日本 

〇□ 〇□  №8 

11/30 

〇 〇 〇  

12 5 節 占領と改革 6 節 国際社会への復帰と高

度経済成長期 7 節 アジア情勢の変化と経済

大国日本 8 節 新しい国際秩序と日本の課題 

第 4 章 現代の日本の課題の探究 

〇□ 〇□  №9 

12/14 

〇 〇 〇  

1 後期期末試験(3 年) 〇□  〇□  〇 〇 〇  



 



西濃桃李高等学校 通信教育実施計画 

教科 国語 科目 論理国語 単位数  ４ 単位 

対象学年 第    ３ 学年  

授業担当者    

使用教科書 新編論理国語 東書 副教材 新編論理国語 学習課題ノート 

スクーリング 必要出席時間数 ４単位×１ ＝３時間以上 スクーリングとレポートを両方合格

することで履修が認められる。 レポート 必要提出枚数 ４単位×３ ＝１２枚 

期末試験 合格得点目標    ３０点以上 考査範囲のスクーリング受講とレポート提出が受験要件 

【科目の目標】 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

実社会で必要とされる国語力を養い、日

本語の奥深さを理解し、正しく使おうと

する態度を身に付けさせる。 

「話すこと・聞くこと」、「書くこと」の各領域 

において、論理的に考える力や深く共感したり 

豊かに想像したりする力を伸ばし、実社会にお 

ける他者との多様な関わりの中で伝え合う力

を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたり

することができるようにする s。 

言葉を通じて積極的に他者や社会に関わ

ったり、思いや考えを広げたり深めたりし

ながら、言葉がもつ価値への認識を深めよ

うとしているとともに、進んで読書に親し

み、言葉を効果的に使えるようにする。 

【年間指導計画】※学習方法欄の○は週５週３、□は週１在宅・配当時間は週５生を基準とする。 

月 指導単元・項目 
学習方法 レポート 

(〆切期日) 

評価の観点 配当  

時間 スクーリング レポート 試験 知 思 主 

4 

 

対話とは何か ○ 

〇 

○□ 

○□ 

 №1、 

4/30 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

4 

5 

5 

 

少女たちのひろしま 

学ぶことと人間の知恵 

○ ○□  №２No.3 

5/31 

○ ○ ○ 5 

 

6 

 

思考の肺活量 

弱肉強食は自然の摂理か 

○□ 〇□  №4 No.5 

6/30 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

9 

7 

 

はじめに言葉がある 〇□ 〇□  №6 

7/12 

〇 〇  10 

8 試験対策         

9 

 

前期期末試験 

最初のペンギン 

 

〇 

 

〇□ 

〇□ No.7 

9/30 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

1 

6 

10 

 

物語の外から 

鏡としてのアンドロイド 

〇 〇□  №8 No.9 

10/31 

〇 〇 〇 8 

 

11 

 

言葉はものの名前ではない 

知識における作者性と構造性 

〇□ 〇□  No.10No.11 

11/30 

〇 〇 〇 9 

12 ホンモノのおカネの作り方 〇□ 〇□  №12 

12/13 

〇 〇 〇 9 

1 

 

後期期末試験(3 年) 

 

  〇□      
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